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プレス

代
を
果
た
し
、「
生
活
が
第
一
」

の
政
治
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

衆
議
院
議
員

さ
さ
き
隆
博

ゆゆ
うう

介
助
犬
の
普
及
に
つ
い
て
質
問
す
る
北
口
道
議
（
６
月
22
日
）

介助犬育成へ
民主（号外） The Democratic Party of Japan 平成 9 年 4 月 25 日 第 3 種郵便物認可

「北口雄幸道議と語る

青空の集い」のご案内

とき：7 月 18 日(土)15 時～

ところ：中央公園（士別市東 2-5）

会費：2,000 円（小雨決行）

主催：北口雄幸後援会

青空でジンギスカンを囲みな
がら、北口道議と語り合いませ
んか？サフォークの丸焼きや抽
選など、盛りだくさん！

小雨は決行します。中止の場
合は、当日の１７時までに限り
会場にて肉と交換できます。

【会券のお求め先】

北口事務所（東３条北７丁目）

電話 0165-22-3100

FAX0165-23-4356

普
及
の
第
一
歩

「
他
県
の
養
成
施
設
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
、

道
内
の
補
助
犬
な
ど
の
養
成
・

訓
練
関
係
の
方
々
と
も
意
見
交

換
を
し
な
が
ら
、
本
道
に
お
け

る
補
助
犬
の
養
成
に
向
け
て
、

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。」
高
橋

知
事
か
ら
こ
の
答
弁
が
話
さ
れ

る
と
、
議
場
か
ら
「
ほ
～
」
と

い
う
歓
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
北
口
道
議
と
介
助

犬
と
の
出
会
い
は
、
一
昨
年
の

11
月
。
現
在
、
北
海
道
で
唯
一

の
介
助
犬
と
暮
ら
し
て
い
る
三

上
晶
代
さ
ん
（
士
別
市
在
住
）

が
、
介
助
犬
の
件
で
高
橋
知
事

へ
報
告
し
た
い
が
、
道
の
保
健

福
祉
部
と
の
や
り
取
り
で
は
な

か
な
か
日
程
調
整
が
つ
か
な
い

と
の
こ
と
を
知
人
か
ら
お
聞
き

し
、
一
昨
年
の
12
月
に
は
保
健

福
祉
部
長
と
懇
談
。
昨
年
５
月

21
日
に
は
、
高
橋
知
事
が
自
ら
、

名
寄
の
途
中
三
上
さ
ん
宅
を
訪

れ
、
介
助
犬
の
取
得
の
た
め
に

関
東
へ
幾
度
と
な
く
通
っ
た
こ

と
な
ど
を
お
話
し
さ
れ
、
そ
の

普
及
と
北
海
道
内
に
お
け
る
育

成
・
訓
練
施
設
の
必
要
性
に
つ

い
て
意
見
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

受
け
皿
が
課
題

今
回
の
答
弁
で
、介
助
犬
の
育

成
に
向
け
、
一
定
の
方
向
性
が

示
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
受
け

皿
の
確
保
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
多

く
の
課
題
が
あ
り
、
今
後
、
一

日
も
早
く
育
成
・
訓
練
施
設
が

で
き
る
よ
う
努
力
が
必
要
で
す
。

「
国
民
の
生
活
が
第
一
」
を
実
現
へ

９
月
13
日
執
行
の
士
別
市
長

選
挙
に
牧
野
勇
司
氏
が
立
候
補

表
明
さ
れ
ま
し
た
。

牧
野
氏
は
、
長
年
後
援
会
幹
事

長
と
し
て
私
を
支
え
て
く
だ
さ

。

り
、
大
切
な
友
人
の
１
人
で
も
あ

り
ま
す
。

今
回
の
市
長
選
挙
に
は
、
私
も

応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
是
非
と

も
勝
利
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

私
の
選
挙
も
間
も
な
く
行
わ

れ
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
が
も
っ
と

元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
思

い
で
、
牧
野
氏
と
北
口
道
議
と
私

の
三
人
で
力
を
合
わ
せ
、
何
と
し

て
も
今
回
の
総
選
挙
で
、
政
権
交

北口道議の一般質問で、知事答弁！
ここ
うう
便便
りり

発行:北口雄幸事務所

士別市東３条北７丁目

Tel0165-22-3100
fax0165-23-4356
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昨
年
以
来
、
麻
生
政
権
は
、
経

済
危
機
に
対
応
す
る
と
し
て
、

衆
院
選
を
先
送
り
、
21
年
度
当

初
予
算
を
含
め
４
度
の
大
型
予

算
を
編
成
し
て
き
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
経
済
・
雇
用
情
勢
は

好
転
せ
ず
、
と
り
わ
け
道
内
の

情
勢
は
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り

で
す
。

こ
う
し
た
中
、
今
定
例
会
で

は
、
国
の
経
済
危
機
対
策
に
対

応
し
た
大
型
補
正
予
算
案
が
提

案
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
、
経

済
・
雇
用
情
勢
改
善
や
道
民
生

活
の
厳
し
さ
の
緩
和
へ
の
実
効

性
、
窮
迫
す
る
道
財
政
に
及
ぼ

す
影
響
等
の
観
点
で
の
論
議
を

北
口
道
議
は
、
６
月
22
日
の

一
般
質
問
に
登
壇
し
、
①
持
続

可
能
な
農
業
政
策
に
つ
い
て
、

②
地
域
医
療
の
確
保
に
つ
い
て
、

③
障
が
い
者
が
暮
ら
し
や
す
い

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
、
な
ど

を
質
問
し
、
知
事
の
考
え
を
質

し
ま
し
た
。

農
業
政
策
に
つ
い
て
は
、①
今

年
度
末
で
見
直
さ
れ
る
食
料
・

農
業
・
農
村
計
画
に
つ
い
て
、

②
米
の
生
産
調
整
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
③
農
地
制
度
に

展
開
し
ま
し
た
。

ま
た
、
直
轄
事
業
負
担
金
へ

の
対
応
、
地
域
医
療
対
策
、
支

庁
制
度
見
直
し
や
市
町
村
支
援

等
に
つ
い
て
も
質
疑
し
ま
し
た
。

な
お
、今
議
会
で
の
補
正
予
算

は
、
１
０
９
２
億
円
で
、
第
３

次
緊
急
総
合
対
策
の
総
額
を
２

千
億
円
規
模
と
想
定
し
て
お
り
、

今
回
の
補
正
で
21
年
度
予
算
総

額
は
、
一
般
会
計
で
２
兆
９
８

４
３
億
円
と
な
り
、
20
年
度
の

最
終
予
算
を
上
回
り
ま
し
た
。

つ
い
て
、
④
有
機
農
業
に
つ
い

て
、
⑤
生
産
資
材
高
騰
対
策
に

つ
い
て
、
な
ど
を
質
問
。

地
域
医
療
の
確
保
で
は
、
①

地
域
の
医
師
不
足
の
現
状
と
対

策
に
つ
い
て
、
②
自
治
体
病
院

広
域
化
・
連
携
構
想
に
つ
い
て
、

③
地
域
医
療
再
生
交
付
金
に
つ

い
て
、
④
不
採
算
地
区
病
院
の

適
用
要
件
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

⑤
公
立
病
院
へ
の
地
方
財
政
措

置
に
つ
い
て
、
な
ど
を
質
問
。

障
が
い
者
が
暮
ら
し
や
す
い

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
で
は
、

①
地
域
づ
く
り
に
対
す
る
指
針

に
つ
い
て
、
②
就
労
機
会
の
拡

大
に
つ
い
て
、
③
鉄
道
駅
等
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
、

④
補
助
犬
の
現
状
と
支
援
に
つ

い
て
、
な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。

林
活
の
事
務
局
次
長
に

今
任
期
も
２
年
を
終
え
、
後

期
の
人
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
口
道
議
は
、
議
会
の
超
党

派
で
構
成
す
る
北
海
道
森
林
・

林
業
活
性
化
推
進
議
員
連
盟

（
通
称=

北
海
道
林
活
議
連
）
の

事
務
局
次
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
北
口
道
議
は
、
農
政

議
員
連
盟
で
も
事
務
局
次
長
を

担
っ
て
い
ま
す
。

嫌
が
ら
せ
の
意
見
書

今
議
会
最
終
日
の
３
日
、
自

民
党
会
派
は
、
急
遽
鳩
山
由
起

夫
民
主
党
代
表
に
対
す
る
意
見

書
の
採
択
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

通
常
意
見
書
は
、最
終
日
２
日

前
ま
で
に
提
案
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
そ
の
慣
習
を
無
視

し
、
数
の
力
で
意
見
書
を
採
択

し
た
こ
と
は
、
嫌
が
ら
せ
以
外

の
何
者
で
も
な
く
、
そ
れ
だ
け

追
い
つ
め
ら
れ
て
い
る
証
拠
で

あ
り
、
一
日
も
早
い
解
散
で
政

権
交
代
が
必
要
で
す
。

採
択
さ
れ
た

決
議
・
意
見
書

◆
ア
イ
ヌ
政
策
の
推
進
を
求
め
る

決
議
▼
国
直
轄
事
業
負
担
金
に
か

か
る
意
見
書
▼
経
済
危
機
対
策
な

ど
に
伴
う
地
方
負
担
の
軽
減
を
求

め
る
意
見
書
▼
核
兵
器
の
廃
絶
と

恒
久
平
和
を
求
め
る
意
見
書
▼
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
充
実

を
求
め
る
意
見
書
▼
原
爆
症
認
定

制
度
の
抜
本
的
改
善
を
求
め
る
意

見
書
▼
全
国
健
康
保
険
協
会
管
掌

健
康
保
険
の
財
源
調
整
機
能
の
拡

充
等
を
求
め
る
意
見
書
▼
新
た
な

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

の
策
定
に
関
す
る
意
見
書
▼
義
務

教
育
の
機
会
均
等
の
確
保
と
教
育

予
算
の
確
保
・
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
▼
特
別
支
援
学
校
の
看
護
師

配
置
に
対
す
る
財
政
措
置
に
関
す

る
意
見
書
▼
難
病
対
策
の
充
実
を

求
め
る
意
見
書
▼
道
路
の
整
備
に

関
す
る
意
見
書
▼
内
航
フ
ェ
リ
ー

な
ど
の
海
上
輸
送
に
よ
る
物
流
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
・
確
保
に
関

す
る
意
見
書
▼
鳩
山
由
紀
夫
衆
議

院
議
員
の
政
治
資
金
偽
装
献
金
の

全
容
解
明
と
明
確
な
説
明
を
求
め

る
意
見
書

第
二
回
定
例
道
議
会
報
告
（
６
月
16
日
～
７
月
３
日
）

北
口
道
議
、一
般
質
問
で

農
業
や
地
域
医
療
、
障
が
い
者
支
援
を
質
問

一
般
質
問
で
農
業
政
策
や
地
域

医
療
、
障
が
い
者
支
援
を
質
問
す

る
北
口
道
議
（
６
月
22
日
）
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写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（４
～
６
月
）

道北地区のど自慢大会でご挨拶（4/12）

旭川地区メーデーで政権交代を訴え（5/1）

羊と雲の丘牧柵修復＆ペンキ塗り（4/26）

きたごりんファームで田植え（5/24）

街宣活動で佐々木代議士の再選を訴え（5/2）

成田家北川家結婚祝賀会で万歳三唱（5/9）

夜咲恋そぅらんサムライ士別お披露目（6/5） 幌延深地層研究センターで現地調査（5/25）

↑
士
別
水
泳
少
年
団
（
６
／
12
）

↓
士
別
市
農
連
で
政
策
協
定
を
交

わ
し
牧
野
氏
を
推
薦
（
６
／
21
）



2009 年 7 月（夏号） 北 口 ゆ う こ う 道 政 便 り 第 17 号（4）

北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し

ま
す
。（
４
月
～
６
月
分
）

４
月
２
日
【
の
～
む
（
農
夢
）
開

所
式
】
▼
士
別
市
農
畜
産
物
加

工
体
験
交
流
工
房
（
愛
称=

の
～

む
）
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、
私
も
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
（
中
略
）

▼
こ
の
施
設
は
、
士
別
市
農
畜

産
物
加
工
体
験
交
流
工
房
運
営

協
議
会
（
田
中
豊
子
会
長
）
が
、

市
か
ら
管
理
運
営
の
指
定
管
理

を
受
け
、
管
理
運
営
を
担
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
▼
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
そ
し
て
安
全
祈
願
祭
終
了

後
挨
拶
に
立
っ
た
田
中
会
長
は
、

「
体
験
工
房
建
設
の
た
め
、
平

成
12
年
に
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
女
性

部
で
準
備
会
を
設
立
、
今
日
ま

で
こ
の
施
設
を
熱
望
し
た
。
こ

の
間
、
様
々
な
問
題
も
発
生
し

た
が
、“
夢
は
あ
き
ら
め
な
け
れ

ば
形
に
な
る
”
と
仲
間
同
士
で

励
ま
し
合
っ
た
。
こ
れ
か
ら
が

本
当
の
出
発
だ
。
こ
の
施
設
で

大
き
な
一
歩
を
築
け
、
交
流
が

広
が
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
」

と
の
思
い
を
込
め
た
ご
挨
拶
を

さ
れ
た
▼
そ
の
後
、
真
新
し
い

施
設
や
設
備
を
見
学
し
、
こ
の

施
設
が
、
こ
の
地
方
の
農
業
の

活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
（
後
略
）

◆
５
月
23
日
【
太
平
洋
・
島
サ

ミ
ッ
ト
昼
食
会
】
▼
北
海
道
知
事

主
催
の
第
５
回
太
平
洋
・
島
サ

ミ
ッ
ト
昼
食
会
が
開
か
れ
、
私

も
総
合
政
策
委
員
と
し
て
出
席

し
て
き
た
▼
島
・
サ
ミ
ッ
ト
は
、

22
日
と
23
日
の
２
日
間
、
上
川

管
内
占
冠
村
に
お
い
て
、
日
本

及
び
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
加
盟
す
る
国
や
地
域
の
太
平

洋
12
島
嶼
国
（
と
う
し
ょ
こ
く
）、

２
自
治
地
域
、
２
カ
国
（
豪
、

Ｎ
Ｚ
）
の
首
脳
が
集
ま
り
、
政

治
的
に
独
立
を
達
成
し
た
太
平

洋
島
嶼
地
域
の
諸
課
題
の
解
消

に
向
け
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
強
化
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し

た
▼
今
日
の
昼
食
会
は
、
諸
国

の
首
脳
の
皆
さ
ん
を
歓
迎
す
る

た
め
道
の
関
係
者
や
議
会
な
ど

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
、
私
の

テ
ー
ブ
ル
に
は
、
ク
ッ
ク
諸
島

の
ジ
ム
・
マ
ル
ラ
イ
首
相
と
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
マ
ッ
カ
リ

ー
外
務
大
臣
が
一
緒
に
な
り
、

特
に
ク
ッ
ク
諸
島
の
課
題
等
に

つ
い
て
会
話
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
（
中
略
）
▼
昼
食
会
の
メ
ニ

ュ
ー
は
、
道
内
食
材
に
こ
だ
わ

っ
た
料
理
を
提
供
し
て
お
り
、

メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
肉
は
、

士
別
産
の
サ
フ
ォ
ー
ク
ラ
ム
肉

が
出
さ
れ
、
羊
肉
の
本
場
で
あ

る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
外
相
か

ら
も
「
大
変
美
味
し
い
」
と
の

お
墨
付
き
を
い
た
だ
い
た
。
た

だ
、
カ
メ
ラ
の
持
参
を
規
制
さ

れ
て
お
り
、
写
真
で
紹
介
で
き

な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
（
後

略
）

◆
６
月
１
日
【
北
星
信
金
札
幌
支

店
開
設
】▼
地
元
の
金
融
機
関
で

あ
る
北
星
信
用
金
庫
が
新
た
に

札
幌
に
支
店
を
開
設
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
▼
北
星
信
金
は
、
07

年
10
月
、
士
別
信
用
金
庫
と
名

寄
信
用
金
庫
が
対
等
合
併
し
、

北
星
信
用
金
庫
が
誕
生
し
た
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
経
営
力
を
強

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記
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化
す
る
た
め
、
企
業
や
人
口
が

集
中
す
る
札
幌
市
に
進
出
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
だ
（
中
略
）

▼
今
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
、

地
元
道
議
と
い
う
こ
と
で
加
藤

唯
勝
道
議
と
私
が
ご
案
内
を
受

け
、
田
原
理
事
長
ら
と
と
も
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
今
後
、
地
域
に
愛
さ
れ

る
金
融
機
関
と
し
て
、
信
頼
を

勝
ち
取
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
３
月
に
行
わ
れ
た
第
１
回
定

例
議
会
で
、「
北
海
道
障
が
い
者

及
び
障
が
い
児
の
権
利
擁
護
並

び
に
障
が
い
者
及
び
障
が
い
児

が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り

の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
が
成
立

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
逆
に
言
え

ば
そ
の
よ
う
な
環
境
に
障
が
い

者
の
皆
さ
ん
が
置
か
れ
て
い
な

い
事
を
意
味
す
る
▼
今
回
、
私
の

一
般
質
問
で
、
道
内
４
６
５
の
Ｊ

Ｒ
駅
中
３
５
駅
し
か
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

判
明
し
た
。
当
然
、
士
別
駅
も
跨

線
橋
は
階
段
で
あ
り
、
障
が
い
者

の
皆
さ
ん
か
ら
は
そ
の
改
善
を

求
め
ら
れ
て
い
る
▼
「
公
共
的
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
一
層

促
進
さ
れ
る
よ
う
国
に
働
き
か

け
る
」
と
知
事
答
弁
を
得
た
。
今

後
の
一
歩
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
。

（
ゆ
う
こ
う
）


